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完
成
し
た
。 

 

現
在
、
屋
外
の
地
上
駐
車
場

に
26
台
、
地
下
の
機
械
式
駐

車
場
に
１
０
５
台
、
計
１
３
１

台
が
駐
車
可
能
だ
が
、
車
高
が

高
く
て
地
下
に
入
ら
な
い
車

が
増
え
、
地
下
は
空
い
て
い
る

の
に
地
上
に
は
収
容
出
来
ず
、

駐
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
い
。 

と
い
う
訳
で
地
下
の
機
械

式
駐
車
場
は
見
直
し
が
求
め

ら
れ
、
市
で
は
庁
内
に
駐
車
場

対
策
検
討
特
別
部
会
を
設
置

し
て
検
討
し
て
い
た
。 

 

そ
の
結
果
、
玄
関
前
の
植
栽

と
屋
外
の
現
駐
車
ス
ペ
ー
ス

に
２
階
建
て
３
層
構
造
の
自

走
式
立
体
駐
車
場
を
新
設
す

る
と
い
う
。
収
容
数
は
１
１
６

台
で
、
現
状
の
１
３
１
台
（
地 

下
１
０
５
台
、
地
上
26
台
）

に
比
べ
総
駐
車
台
数
は
15
台

減
る
が
、
自
走
式
に
よ
る
利
便

性
向
上
・
待
ち
時
間
の
短
縮
・

駐
車
場
運
営
維
持
費
年
間
２

Ａ 

 
政
権
交
代
に
お
け
る
民
主
党
の
公
約

は
無
残
に
も
破
綻
し
た
。
昨
年
、
５
月

28
日
、
鳩
山
政
権
は
日
米
共
同
声
明
を

閣
議
決
定
し
、
沖
縄
米
海
兵
隊
普
天
間

基
地
の
移
設
先
を
辺
野
古
と
し
て
受
け

入
れ
た
。
結
局
、
06
年
自
民
党
政
権
下

で
の
日
米
合
意
に
舞
い
戻
っ
て
し
ま
っ

た
。
社
民
党
は
政
権
を
離
脱
し
、
鳩
山 

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の

で
し
ょ
う
。
昨
年
か
ら
世
界
規

模
で
落
ち
込
み
続
け
る
経
済
、

今
迄
に
な
い
世
界
各
地
の
気

候
変
動
、
絶
え
る
事
の
な
い

国
々
の
争
い
等
先
の
見
え
な

い
不
安
な
事
ば
か
り
で
す
。 

特
に
激
し
い
気
候
変
動
は
直

接
人
間
の
生
死
に
関
わ
る
事

で
す
。 

気
象
関
係
者
に
よ
る
と
世

界
各
地
で
起
き
た
激
暑
、
極

寒
、
大
雨
、
大
風
、
地
球
の
温

度
上
昇
等
は
一
連
に
つ
な
が

 

色
々
な
物
を
作
り
よ
り
良
い

生
活
を
求
め
て
生
活
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
不
用
な
物
を
ゴ

ミ
と
し
て
出
し
て
い
ま
す
。 

地
上
の
人
口
が
増
え
、
よ
り

よ
い
生
活
を
求
め
続
け
る
人

間
は
自
然
を
利
用
す
る
だ
け

で
は
足
り
ず
自
然
を
傷
つ
け

始
め
て
い
ま
す
。
森
の
木
を
切

り
、
山
、
河
、
海
を
汚
し
外
の

生
き
物
に
ま
で
被
害
を
与
え

て
い
ま
す
。
「
地
球
を
守
る
」

な
ど
と
い
う
人
間
本
位
の
思

い
上
が
っ
た
考
え
の
生
活
を

変
え
な
い
限
り
、
増
々
地
球
の

温
暖
化
は
進
む
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

最
近
、
熱
原
料
に
使
っ
て
い

る
石
油
、
石
炭
が
減
っ
て
く
る

 

 
 

│ 

メ 

モ 

か 

ら 

│ 
 

イ
マ
ジ
ン
を
低
く
流
し
て
日
ぐ
れ
く
る
十
二
月 

八
日
記
憶
に
刻
み
て 

 

さ
な
が
ら
に
実
戦
の
ご
と
迷
彩
服
の
男
ら
何
を 

 

思
い
て
走
る
や 

│  

韓
国
の
軍
事
演
習 

│ 
 

こ
と
さ
ら
に
仮
想
敵
国
つ
く
り
あ
げ
愛
国
心
と 

い
う
を
奮
わ
す 

                          
 

ジ
オ
ッ
ト
の
聖
女
の
貌
し
て
安
藤
の
撓
う
指
さ 

き
祈
り
に
も
似
て 

│  

讃 

安
藤
美
姫  

│ 
 

物
音
は
満
ち
て
夕
ぐ
れ
わ
れ
に
く
る
「
ロ
ー
プ 

シ
ン
遺
稿
詩
集
」
閉
じ
ら
れ
し
ま
ま 

               

浅
野
和
子 

   

efefefefefefegef efefefefefefegef 

と
、
ウ
ラ
ン
を
原
料
と
す
る
原

子
力
発
電
を
始
め
ま
し
た
。
そ

し
て
原
子
力
発
電
は
世
界
各

国
で
ブ
ー
ム
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
原
子
力
発
電
の
燃
え

滓
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
恐
ろ
し

い
放
射
能
を
何
万
年
も
出
し

続
け
て
、
生
き
物
に
放
射
能
の

被
害
を
与
え
続
け
、
事
故
を
起

こ
せ
ば
取
り
返
し
の
付
か
な

い
様
々
な
被
害
を
す
べ
て
の

生
き
物
に
与
え
る
の
で
す
。 

「
砂
上
の
楼
閣
」
で
「
禁
断

の
果
実
」
を
食
べ
始
め
た
人
間

に
未
来
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
原
子
炉
か
ら
出
る
ゴ
ミ

「
放
射
能
を
出
し
続
け
る
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
」
は
地
球
の
最
悪

の
ゴ
ミ
で
す
。 

 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

り
、
地
球
温
暖
化
が
原
因
と
い

い
ま
す
。
特
に
地
球
の
温
度
上

昇
は
、
数
値
は
小
さ
い
が
今
迄

で
最
高
で
、
上
昇
が
続
け
ば
人

間
も
含
め
地
球
に
住
む
生
き

物
が
生
き
続
け
る
事
が
出
来

な
く
な
る
重
大
な
問
題
で
す
。 

 
地
球
の
温
暖
化
の
原
因
を

作
っ
た
の
は
人
間
の
生
き
方

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
間

以
外
の
生
き
物
は
地
球
の
自

然
に
馴
染
ん
で
、
物
を
作
ら
ず

そ
の
中
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

頭
が
発
達
し
て
手
を
使
え
る

人
間
は
自
然
を
利
用
し
て 

と
し
て
築
き
上
げ
て
き
た
日

本
の
外
交
努
力
は
無
と
化
し
、

無
為
無
策
の
ま
ま
ア
メ
リ
カ

に
泣
き
つ
き
、そ
の
軍
事
力
へ

の
依
存
を
深
め
て
い
る
。 

 

今
、問
わ
れ
て
い
る
の
は
国

内
外
に
お
け
る
日
本
の
基
本

的
姿
勢
で
あ
り
、将
来
を
見
通

し
た
今
後
の
在
り
方
で
あ
る
。 

 

国
民
は
菅
政
権
の
迷
走
を

見
て
、真
近
に
迫
っ
た
大
き
な

政
治
・
政
界
再
編
と
、
外
交
、

防
衛
問
題
等
、日
本
の
行
く
末

に
不
安
を
感
じ
て
い
る
。 

 
東
ア
ジ
ア
で
の
緊
張
が
高

ま
る
に
つ
け
、排
外
主
義
的
勢

力
の
台
頭
と
軍
事
優
先
の
風

潮
が
煽
ら
れ
て
い
る
が
、戦
争

は
始
ま
っ
た
ら
容
易
に
止
ま

ら
な
い
。戦
争
に
至
る
前
の
外

交
努
力
こ
そ
重
要
だ
。小
国
日

本
は
戦
争
に
な
れ
ば
た
ち
ま

ち
廃
墟
と
化
す
の
で
あ
る
。 

紹
介
す
る
天
木
直
人
氏
は

日
米
軍
事
同
盟
を
解
消
し
、憲

法
９
条
に
基
づ
く
外
交
と
専

守
防
衛
の
自
衛
隊
、東
ア
ジ
ア

の
集
団
安
全
保
障
体
制
の
確

立
を
訴
え
、日
本
の
新
し
い
防

efefefefefefegef efefefefefefegef 

が
衰
え
る
よ
う
な
気
が
す

る
。
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
思

い
出
そ
う
と
し
て
も
な
か
な

か
思
い
出
せ
な
い
。
本
を
読

ん
で
も
中
身
を
す
ぐ
忘
れ
て

し
ま
う
。
こ
れ
で
は
い
く
ら

本
を
読
ん
で
も
内
容
が
身
に

つ
か
ず
時
間
の
無
駄
に
な
っ

て
し
ま
う
。
だ
か
ら
誰
で
も

何
と
か
し
て
記
憶
力
を
回
復

し
た
い
と
願
う
。 

物
の
本
に
よ
る
と
、
脳
内

の
神
経
細
胞
は
大
よ
そ
１
０

０
０
億
個
、
神
経
回
路
の
接

点
（
シ
ナ
プ
ス
）
は
更
に
１

０
０
０
兆
個
も
あ
る
。
想
像 

 

も
出
来
な
い
ほ
ど
の
数
だ

が
、
毎
日
、
数
万
、
数
十
万

単
位
で
脳
細
胞
は
死
に
続
け

て
い
る
と
い
う
。
従
来
、
神

経
細
胞
に
は
増
殖
能
力
が
な

い
と
い
わ
れ
て
い
た
。
歳
を

取
る
ご
と
に
脳
細
胞
は
死
ん

で
い
き
、
歳
と
共
に
脳
の
働 

   

き
は
衰
え
て
い
く
と
思
わ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
最
近
の

研
究
で
は
、
記
憶
の
中
心

部
・
海
馬
等
の
細
胞
は
増
殖

す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
と
い

う
。
例
え
１
０
０
歳
を
過
ぎ

て
も
脳
を
訓
練
し
鍛
え
れ

ば
、
細
胞
は
増
え
新
し
い

神
！ 

記
憶
力
を
強
く
す
る
に
は 

      

漢
字
練
習
で
記
憶
力
を
増
進
さ
せ
よ
う 

一
昨
年
の
政
権
交
代
に
よ
り
、
従
来
の
日
米
関
係
が
大
幅

に
見
直
さ
れ
る
か
に
見
え
た
。
民
主
党
政
権
は
「
対
等
な
日

米
関
係
」
を
掲
げ
て
選
挙
に
勝
利
し
た
。
ま
た
、
沖
縄
の
普

天
間
米
軍
基
地
移
転
問
題
は
「
最
低
で
も
県
外
」
と
の
約
束

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
民
の
期
待
と
は
裏
腹
に
、
元
の
「
日

米
合
意
」
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
先
ど
う
な
る
の
か
？

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
石

井
茂
市
長
時
代
に
総
工
事
費

70
億
円（
実
際
は
90
億
円
と

い
う
）
を
投
入
し
て
、
平
成
９

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
し

か
し
地
下
の
機
械
式
駐
車
場

も
建
設
当
初
か
ら
多
く
の
問

題
が
あ
っ
た
。
入
出
庫
に
１
台

約
３
分
か
り
、
催
事
が
終
わ
っ

て
１
０
０
人
以
上
が
ド
ッ
と

出
て
く
る
場
合
な
ど
、
全
員
が

出
る
の
に
数
時
間
か
か
る
。
反

面
、
週
末
な
ど
利
用
者
が
増
加

す
る
時
は
、
入
る
の
に
10
分

も
15
分
も
待
つ
。
だ
か
ら
苦

情
は
多
か
っ
た
。
こ
の
装
置
は

船
か
ら
コ
ン
テ
ナ
を
降
ろ
す

時
に
使
う
機
械
の
転
用
で
あ

り
、
最
初
か
ら
要
注
意
が
指
摘

さ
れ
て
い
た
の
だ
。
ま
た
、
昨

年
度
は
経
年
劣
化
に
よ
り
計

８
回
の
故
障
が
発
生
し
、
復
旧

に
１
日
以
上
か
か
っ
た
が
、
こ

れ
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
だ

が
、
そ
の
ま
ま
建
設
が
進
み
、 

衛
政
策
を
提
示
し
て
い
る
。 

氏
は
駐
レ
バ
ノ
ン
日
本
国

特
命
全
権
大
使
だ
っ
た
が
、
２

０
０
３
年
８
月
、
小
泉
首
相
の

ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ク
戦
争
追

随
を
批
判
し
て
外
務
省
を
解

雇
さ
れ
た
。
今
で
こ
そ
イ
ラ
ク

戦
争
は
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
仕

掛
け
た
、
石
油
を
狙
っ
た
根
拠

の
な
い
戦
争
と
わ
か
っ
て
い

る
が
、
当
時
、
外
交
官
の
立
場

で
小
泉
政
権
を
正
面
か
ら
批

判
す
る
こ
と
は
大
変
だ
っ
た
。 

そ
の
天
木
直
人
氏
を
迎
え

て
左
記
の
講
演
会
を
開
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
下
さ
い
。 

と
、
建
設
費
も
毎
年
の
人
件
費

も
圧
倒
的
に
沼
津
が
安
価
だ
。 

さ
ら
に
現
在
の
地
下
機
械

式
駐
車
場
は
閉
鎖
し
て
、
機
械

部
分
を
取
り
除
い
た
後
は
倉

庫
へ
の
転
用
を
検
討
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
こ
こ
を
掘
る
と

き
は
出
水
が
多
く
、
止
水
に
大

金
を
か
け
て
い
る
。
倉
庫
に
す

る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
が
全
て
ム

ダ
金
に
な
る
訳
だ
。
大
金
を
払 

っ
て
不
便
な
装
置
を
造
り
、
僅

か
14
年
で
チ
ャ
ラ
に
し
、
無

用
な
人
件
費
を
使
う
こ
と
に

な
っ
た
が
、
設
置
を
許
可
し
た

最
高
責
任
者
は
誰
か
。
何
か
ト

ク
を
し
た
の
か
。
ま
た
、
市
民

の
意
見
を
聞
か
ず
、
諾
々
と
上

の
命
に
従
っ
て
働
い
た
職
員

に
責
任
は
な
い
の
か
。
新
市
長

に
変
っ
た
が
、
こ
ん
な
市
政
と

は
縁
を
切
り
た
い
も
の
だ
。 

５
０
０
万
円
の
軽
減
な
ど
を

利
点
に
挙
げ
、
市
民
の
理
解
を

求
め
る
と
い
う
。 

し
か
し
問
題
は
、
地
上
立
体

駐
車
場
に
す
る
こ
と
で
年
間

２
５
０
０
万
円
の
経
費
が
節

減
さ
れ
る
と
い
う
が
、
現
在
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
管
理

は
民
間
委
託
さ
れ
（
図
書
館
を

除
く
）
、平
成
21
年
に
は
人
件

費
・
保
守
点
検
費
・
修
繕
費
等

を
合
わ
せ
て
年
間
約
２
５
０

０
万
円
の
経
費
が
か
か
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
建
設
前
の
指
摘

を
無
視
し
て
こ
の
地
下
駐
車

場
を
造
っ
た
た
め
に
、
14
年

の
間
、
毎
年
２
５
０
０
万
円
も

の
ム
ダ
な
出
費
を
繰
り
返
し

て
き
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
地

下
駐
車
場
を
沼
津
市
立
図
書

館
の
地
下
自
走
式
と
比
べ
る

Ａ 

原
発
は
い
ら
な
い
（
24
） 

「地
球
最
悪
の
ゴ
ミ
」 

み
し
ま
原
発
を
学
ぶ
会 
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さらば日米同盟！ 
天木直人 元レバノン大使が語る「日米同盟」の実態 

 みしま・源氏物語を読む会 
と  き： 毎月第１・３月曜日（月２回）  

午前 10 時 15 分～１１時 45 分       
 ところ： 三島商工会議所・会議室 
 内 容：『源氏物語』 使用テキスト・角川文庫    
 会 費： 月 2000 円 （テキスト・資料代･講師料等含む）

＊使用テキスト等は会で用意します。 

問い合わせ： 『源氏物語を読む会』 055－972-4953  

政
権
は
「
政
治
と
金
の
問
題
」
も
含
め

て
政
権
を
投
げ
出
し
た
。
後
を
継
い
だ

菅
政
権
は
鳩
山
政
権
以
上
に
対
米
従
属

の
姿
勢
に
軸
足
を
移
し
た
。 

そ
の
一
方
、
尖
閣
諸
島
で
の
中
国
漁

船
拿
捕
事
件
と
そ
の
後
の
処
理
や
対
中

国
と
の
軋
轢
、
ロ
シ
ア
と
の
北
方
領
土

問
題
、
北
朝
鮮
問
題
等
、
今
ま
で
営
々

必
要
だ
と
の
こ
と
。
従
っ
て
、

記
憶
力
を
高
め
る
に
は
、
神
経

回
路
の
電
流
の
通
り
を
高
め

る
神
経
伝
達
物
質（
ア
セ
チ
ル

コ
リ
ン
）
の
分
泌
を
促
進
す
る

こ
と
が
必
要
。
脳
を
刺
激
し
た

り
、
感
動
や
興
奮
す
る
と
、
ア

セ
チ
ル
コ
リ
ン
が
分
泌
さ
れ

や
す
く
な
る
と
い
う
。 

 

記
憶
の
働
き
の
中
心
部
分

は
海
馬
と
よ
ば
れ
る
所
で
、
脳

の
中
心
部
に
あ
る
。
海
馬
が
傷

つ
く
と
記
憶
が
失
わ
れ
る
。
海

馬
に
留
ま
る
記
憶
は
、
30
秒

か
ら
数
分
程
度
の
短
期
記
憶

や
せ
い
ぜ
い
１
ヶ
月
程
度
の

記
憶
で
、
海
馬
は
取
り
込
ん
だ

記
憶
の
要
・
不
要
を
振
り
分
け

情
報
整
理
を
行
っ
た
後
、
側
頭 

 

☆☆☆少年の日のロマン☆☆☆ 
子供に帰って楽しもう。 
中高年のエクササイズにも最適！
空中ゴマ同好会にどうぞ 

練習日：毎月第２土曜午前１０時半から
清水町柿田川公園内 
☆練習用のコマは会で用意します。 
参加無料 
連絡先：972－4953（高月） 

葉
等
の
部
位
に
長
期
記
憶
と

し
て
保
存
す
る
。
側
頭
葉
を
電

気
刺
激
す
る
と
、
忘
れ
た
子
供

の
頃
の
記
憶
が
鮮
明
に
蘇
っ

た
と
い
う
報
告
が
多
数
あ
る
。 

記
憶
は
失
敗
と
繰
り
返
し

に
よ
り
形
成
さ
れ
、
努
力
と
根

気
が
欠
か
せ
な
い
。
記
憶
力
は

個
人
差
が
あ
る
が
、
一
般
の
人

で
は
そ
ん
な
に
違
い
は
な
い
。

訓
練
と
努
力
に
よ
り
記
憶
力

は
相
乗
的
に
増
し
て
い
く
。 

天
才
的
記
憶
力
も
努
力
と

訓
練
に
よ
り
造
ら
れ
る
。
新
し

い
記
憶
に
よ
り
、
新
し
い
神
経

回
路
が
次
々
に
形
成
さ
れ
る

と
、
記
憶
（
神
経
回
路
）
の
相

乗
作
用
に
よ
り
、
飛
躍
的
に
記

憶
力
が
高
ま
っ
て
い
く
。 

 

 

ふ
る 

し
な 

か
お 

【映画】アンダンテ 
～稲の旋律～ 

食と農と大地、そして人間再生の物語！ 
１月２１（金）沼津市民文化センター小ホール 

 午後２時～、午後６時３０分～ 
１月２２日（土）三島市民文化会館 小ホール 

 午前１０時３０分～、午後２時～ 
前売券 一般 1000 円（当日 1500円） 

学生 800 円 
主催：映画「アンダンテ～稲の旋律～」  

   沼津・三島上映実行委員会 
お問合せ：新日本婦人の会三島支部 

       TEL&FAX 972-4413 
後援：沼津市教育委員会／三島市教育委員会  
JA なんすん／JA 三島函南 
静岡新聞・静岡放送 

 

60
歳
を
過

ぎ
る
と
だ
ん
だ

ん
と
記
憶
力
が

神
経
回
路
が
作
ら
れ
、
記
憶
は

強
化
さ
れ
る
。
歳
の
せ
い
で
記

憶
力
が
落
ち
た
と
い
う
の
は

本
当
で
は
な
く
、
記
憶
す
る
努

力
が
失
わ
れ
た
だ
け
だ
と
い

う
。
脳
は
新
し
い
刺
激
や
感
動

に
接
す
れ
ば
働
き
は
活
性
化

さ
れ
、
記
憶
力
は
増
加
す
る
と 

   

の
こ
と
だ
。 

最
近
の
脳
科
学
で
は
、
記
憶

と
は
、
脳
の
神
経
回
路
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
、
新
し
い
神
経
回

路
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り

記
憶
は
出
来
、
新
し
い
神
経
回

路
が
で
き
る
に
は
、
神
経
細
胞

に
一
定
以
上
の
電
気
刺
激
が

Ａ 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
地
上
駐
車
場
新
設 

   

現
地
下
駐
車
場
設
置
者
の
責
任
は
？ 

 

劇団 NLT    伊豆市民劇場 

「嫁も姑も皆幽霊」 
老舗の和菓子屋の若旦那は、恋愛小説家で家 
業は職人にまかせっきり。20 歳近く若い娘と
再婚し、新婚気分満喫中だ。そこへ先妻の幽 
霊が現れた。 
作・演出：池田政之 
出演：田村亮／音無美紀子／川端槙二ほか 

■開催日：2011 年 2月 7日（月） 

■時間：開演 18：30 
■会場：三島市民文化会館大ホール 
料金：会費制・入会金 2,000 円 

会費 3,000 円／学生 1,300 円 
TEL：055-975-5455 

FAX：055-981-342 

三島自然を守る会 学習会のご案内 
１月１５日（土）午後１時半より 
三島市民学習センター（タワービル４階） 
            第１-２会議室にて 

内容：柿田川の自然ＤＶＤ鑑賞会 
 
３月２７日（日）午後１時半より 
生涯学習センター5 階 第 1、第 2、第 4 研修室 
  （4 室を繋げて一部屋にする） 

ミシマサイコ学習会 
 三島自然を守る会 988-1926 

天木 直人氏 

生涯学習センター屋外駐車場 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

講
演
「
さ
ら
ば
日
米
同
盟
！
」 

天
木
直
人 

元
レ
バ
ノ
ン
大
使

が
語
る
「
日
米
同
盟
」
の
実
態 

日
時:

３
月
５
日
（
土
） 

午
後
１
時
半
開
場
、
２
時
開
演 

会
場:
三
島
市
民
生
涯
学
習 

セ
ン
タ
ー
３
階
講
義
室 

資
料
代:
５
０
０
円 

主
催:

天
木
直
人
講
演
会 

実
行
委
員
会 

連
絡:

９
８
８
‐
１
９
２
６ 

又
は 

０
９
０
‐
５
０
０
９
‐
３
６
４
０
（
堀
）     

０
８
０
‐
１
５
９
０
‐
２
７
５
１（
土
屋
利
絵
） 

 


